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株式会社ダンボールワンの完全子会社化の完了及び特別利益（段階取得に係る差益）の計上並びに 

連結決算開始に伴う連結業績予想に関するお知らせ 

 

当社は、2021年 12月９日に公表いたしました「株式会社ダンボールワンの追加取得（完全子会社化）に関

するお知らせ」のとおり、本日付で株式会社ダンボールワン（以下、「ダンボールワン社」といいます。）の株

式を追加取得し、同社を完全子会社化いたしました。これに伴い、2022年７月期第３四半期より、連結決算

に移行いたしますので、2022年７月期通期連結業績予想につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

また、当該子会社化に伴い、2022年７月期第３四半期会計期間において、特別利益（段階取得に係る差

益）を計上する見通しとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2022年７月期連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日） 

 

売上高 営業利益 
non-GAAP 

EBITDA 
経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

通期 35,600 

～36,600 

330 

～380 

1,440 

～1,540 

△210 

～△160 

320 

～370 

11.06 

～12.78 

（注１） non-GAAP 業績値は、財務会計上の数値（GAAP、日本基準）から非経常項目やその他特定の調整項目

を一定のルールに基づいて控除もしくは調整したものです。当社の恒常的な経営成績を理解するた

めに有用な情報と判断しており、当社は non-GAAP ベースで予想値を開示しております。具体的には、

株式報酬費用、減価償却費及びのれん償却費を中心に、当社が控除すべきと判断する一過性の利益

や損失などを控除もしくは調整しております。 

（注２） 2021年７月期は連結決算を行っていないため、対前年増減率は記載しておりません。 

 

２. 連結業績予想の概要 

上記の連結業績予想は、ダンボールワン社の連結子会社化に伴い、同社の 2022年２月１日から 2022 

年７月 31 日までの業績予想を織り込んだ数値となっております。 

また、期中での連結決算開始に伴い、期首に遡及して連結財務諸表を作成する必要があるため、期

首時点で関連会社であったダンボールワン社の 2021年８月１日から 2022年１月 31日における持分法

投資損益（のれん償却費相当額を含む）、株式会社ペライチ及びネットスクウェア株式会社の持分法投

資損益（のれん償却費相当額を含む）を織り込んでおります。 

（注１） 上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

（注２） 今後の見通しにつきましては、同日公表の「2022年 7月期通期連結業績予想について」（下

記一部抜粋）をご参照下さい。 
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３. 個別業績予想について 

連結業績予想の公表に伴い、今後は連結業績予想のみの開示を予定しておりますため、個別業績予

想については取り下げます。 

 

４. 特別利益（段階取得に係る差益）の計上について 

ダンボールワン社の子会社化に伴い、従前から保有する同社の持分を追加取得時の時価で再評価す

ることによる評価差益（段階取得に係る差益）として約750百万円を特別利益に計上する見込みです。 

 

以 上 


